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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送方法であって、
　基地局が、キャリア・アグリゲーションシステムにおける特定のコンポーネントキャリ
アに用いられる時分割（Ｔｉｍｅ  Ｄｉｖｉｓｉｏｎ  Ｄｕｐｌｅｘ,ＴＤＤ）のアップ
リンク及びダウンリンクサブフレーム構成に基づき、キャリア・アグリゲーションシステ
ムにおけるコンポーネントキャリアを介して、特定のユーザー設備（Ｕｓｅｒ  Ｅｑｕｉ
ｐｍｅｎｔ，  ＵＥ）にデータを伝送するステップを有し、
　前記ＵＥは、同一のサブフレームデータ伝送とダウンリンクデータ伝送におけるアップ
リンクデータ伝送とダウンリンクデータ伝送とを同時にサポートしないＴＤＤ  ＵＥであ
り、
　特定のコンポーネントキャリアに対して、前記基地局は、特定のコンポーネントキャリ
アに用いられたＴＤＤアップリンク及びダウンリンクサブフレーム構成に基づき、キャリ
ア・アグリゲーションシステムにおける特定のコンポーネントキャリアを介して、特定の
ＵＥにデータを伝送し、
　非特定のコンポーネントキャリアに対して、前記基地局は、特定のコンポーネントキャ
リアに用いられたＴＤＤアップリンク及びダウンリンクサブフレーム構成に基づき、キャ
リア・アグリゲーションシステムにおける非特定のコンポーネントキャリアを介して、特
定のＵＥにデータを伝送する場合、
　基地局が、同一のサブフレームにおいて非特定のコンポーネントキャリアと特定のコン
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ポーネントキャリアの伝送方向が同じであるか否かを判断し、同じだと判断する場合、該
サブフレームが非特定のコンポーネントキャリアに用いられるサブフレームであると確定
し、同じではないと判断する場合、該サブフレームが非特定のコンポーネントキャリアに
用いられないサブフレームであると確定することと、
　基地局が、ユーザー設備（Ｕｓｅｒ Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ， ＵＥ）にアップリンク使用
可能なサブフレームに対応するアップリンク伝送資源をスケジューリングするとともに、
スケジューリングされたアップリンク伝送資源上にＵＥが送信したデータを受信すること
と、
　ダウンリンク使用可能なサブフレームにおいて、ＵＥにダウンリンクデータを送信する
ことと、
を有することを特徴とするキャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送方
法。
【請求項２】
　基地局がＵＥにデータを送信した後に、前記方法は更に、
　基地局が、特定のコンポーネントキャリアの物理ダウンリンク共有チャンネル（Ｐｈｙ
ｓｉｃａｌ  Ｄｏｗｌｉｎｋ  Ｓｈａｒｅｄ  Ｃｈａｎｎｅｌ，  ＰＤＳＣＨ）のデータ
受信と、特定のコンポーネントキャリアのアップリンク（Ｕｐ  ｌｉｎｋ，  ＵＬ）肯定
応答（ＡＣＫ）／否定応答（ＮＡＣＫ）情報フィードバックとのタイミング対応関係に基
づいて、特定のコンポーネントキャリアのアップリンクサブフレーム上で、ＵＥが送信し
たＵＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を受信するステップを有することを特徴とする請求項１記載
のキャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送方法。
【請求項３】
　前記ＵＥが送信したＵＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報には、非特定のコンポーネントキャリア
のダウンリンク使用不可サブフレームに対応するＵＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報が含まれない
ことを特徴とする請求項２記載のキャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの
伝送方法。
【請求項４】
　基地局はスケジューリングされたアップリンク伝送資源上にＵＥが送信したデータを受
信した後に、前記方法は、
　基地局が、物理アップリンク共有チャンネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ Ｕｐｌｉｎｋ  Ｓｈ
ａｒｅｄ Ｃｈａｎｎｅｌ、ＰＵＳＣＨ）データに送信と、物理ハイブリッド自動再送指
示チャンネルＰＨＩＣＨによるダウンリンクＤＬ肯定応答（ＡＣＫ）／否定応答（ＮＡＣ
Ｋ）情報の受信とのタイミング対応関係に基づいて、ＰＨＩＣＨを介して、ＵＥにＤＬＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信するステップを更に有することを特徴とする請求項１記載のキ
ャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送方法。
【請求項５】
　セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）が非特定のコンポーネントキャリアであり、且つ、クロ
スキャリアスケジューリングが設置されていない場合、基地局は、ＰＵＳＣＨデータ送信
と、ＰＨＩＣＨによるＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の受信とのタイミング対応関係に基づい
て、ＰＨＩＣＨを介して、ＵＥにＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信し、この場合、
　基地局が、特定のコンポーネントキャリアのＰＤＳＣＨデータ送信と、ＰＨＩＣＨによ
るＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の受信とのタイミング対応関係に基づいて、特定のコンポー
ネントキャリアのダウンリンクサブフレームにおいて、ＰＨＩＣＨを介して、ＵＥにＵＬ
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信するステップと、
　基地局が、非特定のコンポーネントキャリアのＰＵＳＣＨデータ送信と、ＰＨＩＣＨに
よるＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の受信とのタイミング対応関係に基づいて、非特定のコン
ポーネントキャリアのダウンリンク使用可能なサブフレームにおいてＰＨＩＣＨを介して
、ＵＥにＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信するステップとを有することを特徴とする請求
項４記載のキャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送方法。
【請求項６】
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　セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）が非特定のコンポーネントキャリアであり、且つ、クロ
スキャリアスケジューリングが設置されている場合、基地局は、ＰＵＳＣＨデータ送信と
、ＰＨＩＣＨによるＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の受信とのタイミング対応関係に基づいて
、ＰＨＩＣＨを介して、ＵＥにＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信し、この場合、
　基地局が、特定のコンポーネントキャリアのＰＵＳＣＨデータ送信と、特定のコンポー
ネントキャリアのＰＨＩＣＨによるＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の受信とのタイミング対応
関係に基づいて、特定のコンポーネントキャリアのダウンリンクサブフレームのみにおい
て、ＰＨＩＣＨを介して、ＵＥにＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信するステップとを有す
ることを特徴とする請求項４記載のキャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータ
の伝送方法。
【請求項７】
　基地局がＵＥに特定のコンポーネントキャリアの指示情報を送信するステップを有する
ことを特徴とする請求項１～請求項６の何れか１つに記載のキャリア・アグリゲーション
システムにおけるデータの伝送方法。
【請求項８】
　前記特定のコンポーネントキャリアは、プライマリーセル（ＰＣｅｌｌに用いられたコ
ンポーネントキャリアであることを特徴とする請求項１～請求項６の何れか１つに記載の
キャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送方法。
【請求項９】
　基地局は、ＵＥが報告した能力情報を受信し、その情報から該ＵＥが特定ＵＥであるか
否かの指示情報を取得して、該指示情報に基づいてＵＥを特定のＵＥとして確定すること
を有することを特徴とする請求項１～請求項６の何れか１つに記載のキャリア・アグリゲ
ーションシステムにおけるデータの伝送方法。
【請求項１０】
　キャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送方法であって、
　ユーザー設備（Ｕｓｅｒ  Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ，  ＵＥ）が、キャリア・アグリゲーシ
ョンシステムにおける特定のコンポーネントキャリアに用いられる時分割（Ｔｉｍｅ Ｄ
ｉｖｉｓｉｏｎ Ｄｕｐｌｅｘ,ＴＤＤ）のアップリンク及びダウンリンクサブフレーム構
成に基づき、キャリア・アグリゲーションシステムにおけるコンポーネントキャリアを介
して、基地局にデータを伝送するステップを有し、
　前記ＵＥは、同一のサブフレームデータ伝送とダウンリンクデータ伝送におけるアップ
リンクデータ伝送とダウンリンクデータ伝送とを同時にサポートしないＴＤＤ ＵＥであ
り、
　特定のコンポーネントキャリアに対して、前記ＵＥは、特定のコンポーネントキャリア
に用いられたＴＤＤアップリンク及びダウンリンクサブフレーム構成に基づき、キャリア
・アグリゲーションシステムにおける特定のコンポーネントキャリアを介して、特定のＵ
Ｅにデータを伝送し、
　非特定のコンポーネントキャリアに対して、前記ＵＥは、キャリア・アグリゲーション
システムにおける特定のコンポーネントキャリアに用いられたＴＤＤアップリンク及びダ
ウンリンクサブフレーム構成に基づき、キャリア・アグリゲーションシステムにおける非
特定のコンポーネントキャリアを介して、基地局とデータの伝送を行い、その場合、
　ＵＥが、基地局がスケジューリングしたアップリンク使用可能なサブフレームに対応す
るアップリンク伝送資源を取得するとともに、該アップリンク伝送資源において基地局に
データを送信するステップと、
　ＵＥが、ダウンリンク使用可能なサブフレームにおいて、基地局が送信したデータを送
信するステップと、を有し、
　前記使用可能なサブフレームは、該サブフレームにおいて非特定のコンポーネントキャ
リアと特定のコンポーネントキャリアの伝送方向が同じであるサブフレームであることを
特徴とするキャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送方法。
【請求項１１】
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　ＵＥが、基地局が送信したデータを受信した後に、
　ＵＥが、特定のコンポーネントキャリアの物理ダウンリンク共有チャンネル（Ｐｈｙｓ
ｉｃａｌ Ｄｏｗｌｉｎｋ Ｓｈａｒｅｄ Ｃｈａｎｎｅｌ， ＰＤＳＣＨ）のデータ受信と
、特定のコンポーネントキャリアのアップリンク（Ｕｐ ｌｉｎｋ， ＵＬ）肯定応答（Ａ
ＣＫ）／否定応答（ＮＡＣＫ）情報フィードバックとのタイミング対応関係に基づいて、
特定のコンポーネントキャリアのアップリンクサブフレームにおいて、基地局にＵＬＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ情報を送信するステップを有することを特徴とする請求項１０記載のキャリ
ア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送方法。
【請求項１２】
　前記ＵＥが送信したＵＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報には、非特定のコンポーネントキャリア
のダウンリンク使用不可サブフレームに対応するＵＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報が含まれず、
　前記使用不可サブフレームは、該サブフレームにおいて非特定のコンポーネントキャリ
アと特定のコンポーネントキャリアの伝送方向が異なるであるサブフレームであることを
特徴とする請求項１１記載のキャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送
方法。
【請求項１３】
　ＵＥが、基地局がスケジューリングしたアップリンク伝送資源上でＵＥにデータを送信
した後に、
　ＵＥが、物理アップリンク共有チャンネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ Ｄｏｗｌｉｎｋ Ｓｈａ
ｒｅｄ Ｃｈａｎｎｅｌ， ＰＤＳＣＨ）のデータ送信と、物理ハイブリッド自動再送指示
チャンネルＰＨＩＣＨによるダウンリンクＤＬ肯定応答（ＡＣＫ）／否定応答（ＮＡＣＫ
）情報の受信とのタイミング対応関係に基づいて、ＰＨＩＣＨを介して、基地局が送信し
たＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を受信するステップを有することを特徴とする請求項１０記
載のキャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送方法。
【請求項１４】
　セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）が非特定のコンポーネントキャリアであり、且つ、クロ
スキャリアスケジューリングを構成していない場合、ＵＥは、ＰＵＳＣＨデータ送信と、
ＰＨＩＣＨによるＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の受信とのタイミング対応関係に基づいて、
ＰＨＩＣＨを介して、基地局が送信したＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を受信し、その場合、
　ＵＥが、特定のコンポーネントキャリアのＰＵＳＣＨデータ送信と、特定のコンポーネ
ントキャリアのＰＨＩＣＨによるＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の受信とのタイミング対応関
係に基づいて、特定のコンポーネントキャリアのダウンリンクサブフレームにおいて、Ｐ
ＨＩＣＨ上のＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を受信するステップと、
　ＵＥが、非特定のコンポーネントキャリアのＰＵＳＣＨデータ送信と、非特定のコンポ
ーネントキャリアのＰＨＩＣＨによるＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の受信とのタイミング対
応関係に基づいて、非特定のコンポーネントキャリアのダウンリンク使用可能なサブフレ
ームにおいて、ＰＨＩＣＨ上のＵＥにＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を受信するステップとを
有することを特徴とする請求項１３記載のキャリア・アグリゲーションシステムにおける
データの伝送方法。
【請求項１５】
　セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）が非特定のコンポーネントキャリアであり、且つ、クロ
スキャリアスケジューリングが設置されている場合、ＵＥは、ＰＵＳＣＨデータ送信と、
ＰＨＩＣＨによるＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の受信とのタイミング対応関係に基づいて、
ＰＨＩＣＨを介して、基地局が送信したＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を受信し、その場合、
　ＵＥが、特定のコンポーネントキャリアのＰＵＳＣＨデータ送信、特定のコンポーネン
トキャリアのＰＨＩＣＨによるＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の受信とのタイミング対応関係
に基づいて、特定のコンポーネントキャリアのダウンリンクサブフレームのみにおいて、
ＰＨＩＣＨ上のＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を受信するステップを有することを特徴とする
請求項１３記載のキャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送方法。
【請求項１６】
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　ＵＥが、基地局が送信した特定のコンポーネントキャリアの指示情報を受信して、該指
示情報に基づいて特定のコンポーネントキャリアを確定するステップを有することを特徴
とする請求項１０～請求項１５の何れか１つに記載のキャリア・アグリゲーションシステ
ムにおけるデータの伝送方法。
【請求項１７】
　前記特定のコンポーネントキャリアは、プライマリーセル（ＰＣｅｌｌ）に用いられた
コンポーネントキャリアであることを特徴とする請求項１０～請求項１５の何れか１つに
記載のキャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送方法。
【請求項１８】
　さらに、ＵＥが、基地局にＵＥの能力情報を報告するステップを有し、
　前記ＵＥの能力情報には、該ＵＥが特定ＵＥであるか否かの指示情報が含まれることを
特徴とする請求項１０～請求項１５の何れか１つに記載のキャリア・アグリゲーションシ
ステムにおけるデータの伝送方法。
【請求項１９】
　キャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送装置であって、
　キャリア・アグリゲーションシステムにおける特定のコンポーネントキャリアに用いら
れる時分割（Ｔｉｍｅ  Ｄｉｖｉｓｉｏｎ  Ｄｕｐｌｅｘ,ＴＤＤ）のアップリンク及び
ダウンリンクサブフレーム構成を確定するサブフレーム構成確定手段と、
　キャリア・アグリゲーションシステムにおける特定のコンポーネントキャリアに用いら
れる時分割（Ｔｉｍｅ Ｄｉｖｉｓｉｏｎ Ｄｕｐｌｅｘ,ＴＤＤ）アップリンク及びダウ
ンリンクサブフレーム構成に基づき、キャリア・アグリゲーションシステムにおけるコン
ポーネントキャリアを介して、特定のユーザー設備（Ｕｓｅｒ Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ， Ｕ
Ｅ）にデータを伝送するデータ伝送処理手段と、を有し、
　前記特定のＵＥは、同一のサブフレームにおけるアップリンクデータ伝送とダウンリン
クデータ伝送とを同時にサポートしないＵＥであり、
　特定のコンポーネントキャリアに対して、前記データ伝送処理手段は、特定のコンポー
ネントキャリアに用いられたＴＤＤアップリンク及びダウンリンクサブフレーム構成に基
づき、キャリア・アグリゲーションシステムにおける特定のコンポーネントキャリアを介
して、特定のＵＥとデータの伝送を行い、
　非特定のコンポーネントキャリアに対して、前記データ伝送処理手段は、同一のサブフ
レームにおいて非特定のコンポーネントキャリアと特定のコンポーネントキャリアの伝送
方向が同じであるか否かを判断し、同じだと判断する場合、該サブフレームが非特定のコ
ンポーネントキャリアに用いられるサブフレームであると確定し、同じではないと判断す
る場合、該サブフレームが非特定のコンポーネントキャリアに用いられないサブフレーム
であると確定し、ユーザー設備（Ｕｓｅｒ  Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ， ＵＥ）にアップリン
ク使用可能なサブフレームに対応するアップリンク伝送資源をスケジューリングするとと
もに、スケジューリングされたアップリンク伝送資源上でＵＥが送信したデータを受信し
て、ダウンリンク使用可能なサブフレームにおいて、ＵＥにダウンリンクデータを送信す
ることを特徴とするキャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送装置。
【請求項２０】
　前記データ伝送処理手段がＵＥにデータを送信した後に、特定のコンポーネントキャリ
アの物理ダウンリンク共有チャンネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ Ｄｏｗｌｉｎｋ Ｓｈａｒｅｄ
 Ｃｈａｎｎｅｌ， ＰＤＳＣＨ）のデータ受信と、特定のコンポーネントキャリアのアッ
プリンク（Ｕｐ ｌｉｎｋ， ＵＬ）肯定応答（ＡＣＫ）／否定応答（ＮＡＣＫ）情報フィ
ードバックとのタイミング対応関係に基づいて、特定のコンポーネントキャリアのアップ
リンクサブフレーム上にＵＥが送信したＵＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を受信するアップリン
クフィードバック処理手段を有することを特徴とする請求項１９記載のキャリア・アグリ
ゲーションシステムにおけるデータの伝送装置。
【請求項２１】
　前記アップリンクフィードバック処理手段が受信した、前記ＵＥが送信したＵＬＡＣＫ
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／ＮＡＣＫ情報には、非特定のコンポーネントキャリアのダウンリンク使用不可サブフレ
ームに対応するＵＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報が含まれないことを特徴とする請求項２０記載
のキャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送装置。
【請求項２２】
　前記データ伝送処理手段がスケジューリングされたアップリンク伝送資源上でＵＥから
送信したデータを受信した後に、物理アップリンク共有チャンネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ 
Ｕｐｌｉｎｋ Ｓｈａｒｅｄ Ｃｈａｎｎｅｌ、ＰＵＳＣＨ）データ送信と、物理ハイブリ
ッド自動再送指示チャンネルＰＨＩＣＨによるダウンリンクＤＬ肯定応答（ＡＣＫ）／否
定応答（ＮＡＣＫ）情報の受信とのタイミング対応関係に基づいて、ＰＨＩＣＨを介して
、ＵＥにＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信するダウンリンクフィードバック処理手段を有
することを特徴とする請求項１９記載のキャリア・アグリゲーションシステムにおけるデ
ータの伝送装置。
【請求項２３】
　セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）が特定のコンポーネントキャリアであり、且つ、クロス
キャリアスケジューリングが構成設置されていない場合、前記ダウンリンクフィードバッ
ク処理手段は、特定のコンポーネントキャリアのＰＵＳＣＨデータ送信と、特定のコンポ
ーネントキャリアのＰＨＩＣＨによるＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の受信とのタイミング対
応関係に基づいて、特定のコンポーネントキャリアのダウンリンクサブフレームにおいて
、ＰＨＩＣＨを介して、ＵＥにＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信し、非特定のコンポーネ
ントキャリアのＰＵＳＣＨデータ送信と、非特定のコンポーネントキャリアのＰＨＩＣＨ
によるＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の受信とのタイミング対応関係に基づいて、非特定のコ
ンポーネントキャリアのダウンリンク使用可能なサブフレームにおいて、ＰＨＩＣＨを介
して、ＵＥにＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信することを特徴とする請求項２２記載のキ
ャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送装置。
【請求項２４】
　セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）が特定のコンポーネントキャリアであり、且つ、クロス
キャリアスケジューリングが設置されている場合、前記ダウンリンクフィードバック処理
手段は、特定のコンポーネントキャリアのＰＵＳＣＨデータ送信と、特定のコンポーネン
トキャリアのＰＨＩＣＨによるＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の受信とのタイミング対応関係
に基づいて、特定のコンポーネントキャリアのダウンリンクサブフレームのみにおいて、
ＰＨＩＣＨを介して、ＵＥにＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信することを特徴とする請求
項２２記載のキャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送装置。
【請求項２５】
　ＵＥに特定のコンポーネントキャリアの指示情報を送信する特定コンポーネントキャリ
ア指示手段を有することを特徴とする請求項１９～請求項２４の何れか１つに記載のキャ
リア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送装置。
【請求項２６】
　前記特定のコンポーネントキャリアは、プライマリーセル（ＰＣｅｌｌ）に用いられた
コンポーネントキャリアであることを特徴とする請求項１９～請求項２４の何れか１つに
記載のキャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送装置。
【請求項２７】
　ＵＥが報告した能力情報を受信して、その情報から該ＵＥが特定ＵＥであるか否かの指
示情報を取得し、該指示情報に基づいてＵＥを特定のＵＥとして確定する特定ＵＥ確定手
段を有することを特徴とする請求項１９～請求項２４の何れか１つに記載のキャリア・ア
グリゲーションシステムにおけるデータの伝送装置。
【請求項２８】
　キャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送装置であって、
　キャリア・アグリゲーションシステムにおける特定のコンポーネントキャリアに用いら
れる時分割（Ｔｉｍｅ Ｄｉｖｉｓｉｏｎ Ｄｕｐｌｅｘ,ＴＤＤ）のアップリンク及びダ
ウンリンクサブフレーム構成を確定するサブフレーム構成確定手段と、
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　キャリア・アグリゲーションシステムにおける特定のコンポーネントキャリアに用いら
れる時分割（Ｔｉｍｅ Ｄｉｖｉｓｉｏｎ Ｄｕｐｌｅｘ,ＴＤＤ）アップリンク及びダウ
ンリンクサブフレーム構成に基づき、キャリア・アグリゲーションシステムにおけるコン
ポーネントキャリアを介して、基地局にデータを伝送するデータ伝送処理手段と、を有し
、
　前記ＵＥは、同一のサブフレームにおけるアップリンクデータ伝送とダウンリンクデー
タ伝送とを同時にサポートしないＵＥであり、
　特定のコンポーネントキャリアに対して、前記データ伝送処理手段は、特定のコンポー
ネントキャリアに用いられたＴＤＤアップリンク及びダウンリンクサブフレーム構成に基
づき、キャリア・アグリゲーションシステムにおける特定のコンポーネントキャリアを介
して、基地局にデータを伝送し、
　非特定のコンポーネントキャリアに対して、前記データ伝送処理手段は、基地局がスケ
ジューリングしたアップリンク使用可能なサブフレームに対応するアップリンク伝送資源
を取得するとともに、該アップリンク伝送資源において、基地局にデータを送信し、
　ダウンリンク使用可能なサブフレームにおいて基地局が送信したデータを受信し、
　前記使用可能なサブフレームとは、該サブフレームにおける非特定のコンポーネントキ
ャリアと特定のコンポーネントキャリアの伝送方向が同じであるサブフレームであること
を特徴とするキャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送装置。
【請求項２９】
　前記データ伝送処理手段が基地局から送信したデータを受信した後に、特定のコンポー
ネントキャリアの物理ダウンリンク共有チャンネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ Ｄｏｗｌｉｎｋ 
Ｓｈａｒｅｄ Ｃｈａｎｎｅｌ， ＰＤＳＣＨ）のデータ受信とアップリンク（Ｕｐ ｌｉ
ｎｋ， ＵＬ）肯定応答（ＡＣＫ）／否定応答（ＮＡＣＫ）情報フィードバックとのタイ
ミング対応関係に基づいて、特定のコンポーネントキャリアのアップリンクサブフレーム
において、基地局にＵＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信するアップリンクフィードバック処
理手段を有することを特徴とする請求項２８記載のキャリア・アグリゲーションシステム
におけるデータの伝送装置。
【請求項３０】
　前記アップリンクフィードバック処理手段が受信したＵＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報には、
非特定のコンポーネントキャリアのダウンリンク使用不可サブフレームに対応するＵＬＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫ情報が含まれず、
　前記使用不可サブフレームは、該サブフレームにおいて非特定のコンポーネントキャリ
アと特定のコンポーネントキャリアの伝送方向が同じではないサブフレームであることを
特徴とする請求項２９記載のキャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送
装置。
【請求項３１】
　前記データ伝送処理手段が基地局によりスケジューリングされたアップリンク伝送資源
上で基地局にデータを送信した後に、物理アップリンク共有チャンネル（Ｐｈｙｓｉｃａ
ｌ Ｕｐｌｉｎｋ Ｓｈａｒｅｄ Ｃｈａｎｎｅｌ、ＰＵＳＣＨ）データ送信と、物理ハイ
ブリッド自動再送指示チャンネルＰＨＩＣＨによるダウンリンクＤＬ肯定応答（ＡＣＫ）
／否定応答（ＮＡＣＫ）情報の受信とのタイミング対応関係に基づいて、ＰＨＩＣＨを介
して、基地局が送信したＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を受信するダウンリンクフィードバッ
ク処理手段を有することを特徴とする請求項２８記載のキャリア・アグリゲーションシス
テムにおけるデータの伝送装置。
【請求項３２】
　セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）が特定のコンポーネントキャリアであり、且つ、クロス
キャリアスケジューリングが構成されていない場合、前記ダウンリンクフィードバック処
理手段は、特定のコンポーネントキャリアのＰＵＳＣＨデータ送信と、特定のコンポーネ
ントキャリアのＰＨＩＣＨによるＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の受信とのタイミング対応関
係に基づいて、特定のコンポーネントキャリアのダウンリンクサブフレームにおいて、Ｐ



(8) JP 5774217 B2 2015.9.9

10

20

30

40

50

ＨＩＣＨ上のＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を受信し、非特定のコンポーネントキャリアのＰ
ＵＳＣＨデータ送信と、非特定のコンポーネントキャリアのＰＨＩＣＨによるＤＬＡＣＫ
／ＮＡＣＫ情報の受信とのタイミング対応関係に基づいて、非特定のコンポーネントキャ
リアのダウンリンク使用可能なサブフレームにおいて、ＰＨＩＣＨ上のＤＬＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ情報を受信することを特徴とする請求項３１記載のキャリア・アグリゲーションシス
テムにおけるデータの伝送装置。
【請求項３３】
　セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）が非特定のコンポーネントキャリアであり、且つ、クロ
スキャリアスケジューリングが設置されている場合、前記ダウンリンクフィードバック処
理手段は、特定のコンポーネントキャリアのＰＵＳＣＨデータ送信と、特定のコンポーネ
ントキャリアのＰＨＩＣＨによるＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の受信とのタイミング対応関
係に基づいて、特定のコンポーネントキャリアのダウンリンクサブフレームのみにおいて
、ＰＨＩＣＨ上のＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を受信することを特徴とする請求項３１記載
のキャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送装置。
【請求項３４】
　基地局が送信した特定のコンポーネントキャリアの指示情報を受信し、該指示情報に基
づいて特定のコンポーネントキャリアを確定する特定コンポーネントキャリア確定手段を
有することを特徴とする請求項２８～請求項３３の何れか１つに記載のキャリア・アグリ
ゲーションシステムにおけるデータの伝送装置。
【請求項３５】
　前記特定のコンポーネントキャリアはプライマリーセル（ＰＣｅｌｌ）に用いられたコ
ンポーネントキャリアであることを特徴とする請求項２８～請求項３３の何れか１つに記
載のキャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送装置。
【請求項３６】
　基地局にＵＥの能力情報を報告する能力情報報告手段を有し、
　当該能力情報は該ＵＥが特定ＵＥであるか否かの指示情報を含むことを特徴とする請求
項２８～請求項３３の何れか１つに記載のキャリア・アグリゲーションシステムにおける
データの伝送装置。

                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２０１１年０７月１１日に出願された、発明の名称が「キャリア・アグリゲ
ーションシステムにおけるデータの伝送方法及び装置」である中国出願２０１１１０１９
３３３３.７を基礎とする優先権を主張し、その全文の内容を引用することにより本出願
に取り込む。
【０００２】
　本発明は、通信技術領域に関し、特にキャリア・アグリゲーションシステムにおけるデ
ータの伝送方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　バージョン１１（Ｒｅｌ－１１）の長期進化（ＬＴＥ）システムは、異なるバンドにお
ける隣接キャリア時分割復信（Ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ，ＴＤＤ）シ
ステムの干渉を防ぐために、異なるバンドに位置するＬＴＥセルが異なるＴＤＤのアップ
リンク/ダウンリンクサブフレームを使用してキャリアアグリゲーションを行うように、
インタ－バンド（Ｉｎｔｅｒ－Ｂａｎｄ）式のキャリアアグリゲーションを行う。
【０００４】
　低能力のＴＤＤ　ＣＡユーザー設備（ＵＥ）は、異なるキャリアのアップリンク及びダ
ウンリンクでの同時動作をサポートすることができない。例えば、同一のサブフレームに
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おいて、コンポーネントキャリア（Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ Ｃａｒｒｉｅｒ、ＣＣと略称す
る）１上でダウンリンクデータを受信しながらＣＣ２上でアップリンクデータを送信する
ことができない。
【０００５】
　以下、キャリア・アグリゲーション技術を説明する。
【０００６】
　ＬＴＥシステム及びその前の無線通信システムでは、セルごとに１つのキャリアのみが
利用され、ＬＴＥシステムにおけるキャリアの最大帯域幅は２０ＭＨｚである。
【０００７】
　しかし、進化版の長期進化システム（ＬＴＥ Ａｄｖａｎｃｅｄ、ＬＴＥ－Ａ）におい
て、システムのピークレートがＬＴＥシステムより大幅に向上され、ダウンリンクで１Ｇ
ｂｐｓに、アップリンクで５００Ｍｂｐｓに達することが求められでいるため、帯域幅最
大２０ＭＨｚのキャリア１個のみで、もうピークレートの要件を満足できなくなる。
【０００８】
　そのため、ＬＴＥシステムにおいて、　ＵＥが使用可能な帯域幅を拡張することが必要
となり、キャリアのグリゲーション技術が導入されるようになった。
【０００９】
　即ち、同一基地局（ｅＮＢ）における複数の連続又は非連続キャリアをアグリゲーショ
ンして、同時にＵＥのためにサービングし、所要のスピードを提供することである。この
ようなアグリゲーションされたキャリアは、コンポーネントキャリアとも略称できる。各
々のセルのキャリアは１つのコンポーネントキャリアであってもよいが、異なるｅＮＢに
おけるセルのキャリア（コンポーネントキャリア）はアグリゲーションできない。
【００１０】
　また、ＬＴＥのＵＥがいずれのアグリゲーションされたキャリアでも動作できることを
確保するために、キャリアの最大帯域幅は、２０ＭＨｚを超えてはいけない。
【００１１】
　ＬＴＥ－ＡのＣＡ技術は図２に示すとおりである。図２に示すＬＴＥ－Ａの基地局の配
下に、アグリゲーション可能な４つのキャリアがあり、基地局は、同時にその４つのキャ
リアを介して、ＵＥにデータを伝送することができる。
【００１２】
　ＬＴＥシステムにおいて、ＦＤＤモード及びＴＤＤモードは、いずれも無線フレームを
１０ｍｓとし、サブフレームを１ｍｓとする。ＴＤＤの各無線フレームには、表１に示す
ように、いずれも７種類のＴＤＤアップリンク又はダウンリンクサブフレームという構成
が定義されている。
【表１】
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【００１３】
　ここで、Ｄはダウンリンク（ＤＬ）サブフレームを示し、Ｕはアップリンク（ＵＬ）サ
ブフレームを示し、ＳはＴＤＤシステムにおける特別なサブフレームを示しており、例え
ば、構成１の場合、サブフレーム構成はＤＳＵＵＤＤＳＵＵＤとなる。
【００１４】
　ＬＴＥシステムでは、ＵＥは、１つのアップリンクにおいて、複数のダウンリンクサブ
フレームに対応する肯定応答（ＡＣＫ）或いは否定応答（ＮＡＣＫ）をフィードバック可
能である。
【００１５】
　即ち、ＵＥは、第ｎ－ｋ個のダウンリンクサブフレーム上のデータに対する復調、デコ
ードを終了した後に、第ｎ個のアップリンクサブフレームを介して、基地局に、該ダウン
リンクサブフレームｎ－ｋ上のデータ再送信の要否のシグナリング（即ち、ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ情報）をフィードバックする。
【００１６】
　ｋ∈Ｋ，Ｋ：｛ｋ０，ｋ１，ｋＭ－１｝、集合Ｋの値は、表２に示すように、システム
のアップリンク/ダウンリンクサブフレーム構成及びサブフレーム番号に関する。
【表２】

【００１７】
　ここで、複数の無線フレームは順次に並んでおり、即ち、無線フレームαにおける最後
の１つのサブフレームはｋであれば、無線フレームα＋１における第１のサブフレームは
βである。表２には、１つの無線フレームのみの例を挙げて、各々のアップリンクサブフ
レームに対応するＫの仕様を示し、ｎ－ｋ＜０は、直前の無線フレームにおけるダウンリ
ンクサブフレームを示すものである。
【００１８】
　従来のキャリア・アグリゲーションシステムでは、ＵＥは、いずれのアグリゲーション
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のセル（Ｃｅｌｌ）においても上記のタイミングシーケンス（タイミング）でＵＬＡＣＫ
／ＮＡＣＫフィードバックを受信し、かつ、対応するフィードバックは、プライマリーセ
ル（ＰＣｅｌｌ）で行われる。
【００１９】
　アップリンクデータ伝送の場合、基地局は、ダウンリンクにおいてＡＣＫ／ＮＡＣＫの
フィードバックを送信する必要があるが、当該情報は、物理ハイブリッド自動再送要求（
ＨＡＲＱ，Ｈｙｂｒｉｄ－ＡＲＱ）指示チャンネル（ＰＨＩＣＨ，Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｈ
ｙｂｒｉｄ－ＡＲＱ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ）により搬送される。
【００２０】
　周波数分割復信（ＦＤＤ）システムについて、アップリンク及びダウンリンクサブフレ
ームは共存され、いずれのサブフレームもＰＨＩＣＨを有するため、ダウンリンクＡＣＫ
／ＮＡＣＫフィードバックと、対応するアップリンクデータのシーケンとの関係は、比較
的に安定であり、第ｎのサブフレームにおけるアップリンクデータに対応するＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫフィードバック情報は、第ｎ＋４のダウンリンクサブフレーム上で伝送される。
【００２１】
　これに対し、ＴＤＤシステムについては、異なるＴＤＤサブフレーム構成により、アッ
プリンク及びダウンリンクサブフレーム数もそれぞれであるため、複数のアップリンクサ
ブフレームのＡＣＫ／ＮＡＣＫのフィードバック情報が同一のダウンリンクサブフレーム
上で伝送される可能性もある。第ｎのサブフレームにおけるアップリンクデータに対応す
るＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック情報は、第ｎ＋ｋのダウンリンクサブフレームにおい
て伝送され、ｋの値は表３に示すようになっている。

【表３】

【００２２】
　従来のキャリア・アグリゲーションシステムでは、ＵＥは各々のアグリゲーションのＣ
ｅｌｌにおいて上記タイミングでＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を受信し、また、対応するフ
ィードバックは、物理アップリンク共有チャンネル（ＰＵＳＣＨ）のスケジューリングた
めのＵＬ　ｇｒａｎｔにより送信したＣｅｌｌにおけるＰＨＩＣＨチャンネル上で受信さ
れる。
【００２３】
　ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１１又は以後のバージョンのシステムにおいては、他のＴＤＤシステ
ムへの干渉を防ぐために、ネットワークアレンジメントにおいて、異なるＢａｎｄに位置
する複数のＬＴＥセルが、異なるＴＤＤアップリンク及びダウンリンクサブフレーム構成
を使用する可能性がある。図３に示すように、キャリア１はＢａｎｄ　Ａに位置し、キャ
リア２はＢａｎｄ　Ｂに位置している。セル１とセル２はそれぞれキャリア１とキャリア
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２のセルである。セル１のＴＤＤアップリンク及びダウンリンクサブフレーム構成は構成
０であり、セル２のＴＤＤアップリンク及びダウンリンクサブフレーム構成はセル１とは
違って、構成０である。もし　ＵＥがこの２つのセルを利用してキャリアアグリゲーショ
ンしようとすれば、　ＵＥによりアグリゲーションされたセルにおけるアップリンク及び
ダウンリンクサブフレーム構成が異なり、図４に示すように、このような異なるＴＤＤ構
成のネットワークアレンジメントは、同じサブフレームにおいて、異なるＣｅｌｌの伝送
方向が一致しないことを引き起こす可能性がある。例えば、図４に示すサブフレーム４及
びサブフレーム９は、Ｃｅｌｌ１においてアップリンクサブフレームであり、Ｃｅｌｌ２
においてダウンリンクサブフレームである。低能力のＵＥとしては、このようなサブフレ
ーム上で、複数のＣｅｌｌで同時動作できない恐れがある。
【００２４】
　総じて、従来技術は、異なるＴＤＤアップリンク及びダウンリンクサブフレーム構成の
キャリア・アグリゲーションシステムにおいて、アップリンク及びダウンリンク同時伝送
をサポートできないＵＥのデータ伝送について、解決方法を提供していない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２５】
　総じて、従来技術は、異なるＴＤＤアップリンク及びダウンリンクサブフレーム構成の
キャリア・アグリゲーションシステムにおいて、アップリンク及びダウンリンク同時伝送
をサポートしないＵＥのデータ伝送について、解決方法を提供していない。
【課題を解決するための手段】
【００２６】
　本発明は、アップリンク及びダウンリンクの同時伝送をサポートしないＵＥが、異なる
ＴＤＤのアップリンク及びダウンリンク構成を使用するキャリア・アグリゲーションシス
テムにおいて、データを伝送できるようにする、キャリア・アグリゲーションシステムに
おけるデータの伝送方法及び装置を提供することに目的とする。
【００２７】
　本発明に係るキャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送方法は、
　基地局が、キャリア・アグリゲーションシステムにおける特定のコンポーネントキャリ
アに用いられた時分割復信（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ,ＴＤＤ）のア
ップリンク及びダウンリンクサブフレーム構成に基づき、キャリア・アグリゲーションシ
ステムにおけるコンポーネントキャリアを介して、特定のユーザー設備（Ｕｓｅｒ　Ｅｑ
ｕｉｐｍｅｎｔ，　ＵＥ）にデータを伝送するステップとを備え、
　前記ＵＥは、同一のサブフレームにおけるアップリンクデータ伝送とダウンリンクデー
タ伝送とを同時にサポートしないＴＤＤ　ＵＥである。
【００２８】
　本発明に係る別のキャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送方法は、
　ユーザー設備（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ，　ＵＥ）が、キャリア・アグリゲーシ
ョンシステムにおける特定のコンポーネントキャリアに用いられる時分割（Ｔｉｍｅ　Ｄ
ｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ,ＴＤＤ）のアップリンク及びダウンリンクサブフレーム
構成に基づき、キャリア・アグリゲーションシステムにおけるコンポーネントキャリアを
介して、にデータを伝送する基地局にデータを伝送するステップとを備える。
【００２９】
　前記ＵＥは、同一のサブフレームにおけるアップリンクデータ伝送とダウンリンクデー
タ伝送とを同時にサポートしないＴＤＤ　ＵＥである。
【００３０】
　本発明に係るキャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送装置は、
　キャリア・アグリゲーションシステムにおける特定のコンポーネントキャリアに用いら
れる時分割（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ,ＴＤＤ）のアップリンク及び
ダウンリンクサブフレーム構成を確定するサブフレーム構成確定手段と、



(13) JP 5774217 B2 2015.9.9

10

20

30

40

50

　キャリア・アグリゲーションシステムにおける特定のコンポーネントキャリアに用いら
れる時分割（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ,ＴＤＤ）アップリンク及びダ
ウンリンクサブフレーム構成に基づき、キャリア・アグリゲーションシステムにおけるコ
ンポーネントキャリアを介して、特定のユーザー設備（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ，
　ＵＥ）にデータを伝送するデータ伝送処理手段とを備える。
【００３１】
　前記ＵＥは、同一のサブフレームにおけるアップリンクデータ伝送とダウンリンクデー
タ伝送とを同時にサポートしないＵＥである。
【００３２】
　本発明に係る別のキャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータの伝送装置は、
　キャリア・アグリゲーションシステムにおける特定のコンポーネントキャリアに用いら
れる時分割（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ,ＴＤＤ）のアップリンク及び
ダウンリンクサブフレーム構成を確定するサブフレーム構成確定手段と、
　キャリア・アグリゲーションシステムにおける特定のコンポーネントキャリアに用いら
れる時分割（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ,ＴＤＤ）アップリンク及びダ
ウンリンクサブフレーム構成に基づき、キャリア・アグリゲーションシステムにおけるコ
ンポーネントキャリアを介して、基地局にデータを伝送するデータ伝送処理手段とを備え
る。前記ＵＥは、同一のサブフレームにおけるアップリンクデータ伝送とダウンリンクデ
ータ伝送とを同時にサポートしないＵＥである。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明に実施例において、基地局は、キャリア・アグリゲーションシステムにおける特
定のコンポーネントキャリアに用いられる時分割（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐ
ｌｅｘ,ＴＤＤ）のアップリンク及びダウンリンクサブフレーム構成に基づき、キャリア
・アグリゲーションシステムにおけるコンポーネントキャリアを介して、特定のユーザー
設備（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ，　ＵＥ）とデータの伝送を行い、上記ＵＥは、異
なるコンポーネントキャリアを介した同一のサブフレームデータ伝送とダウンリンクデー
タ伝送とにおけるアップリンクデータ伝送とダウンリンクデータ伝送とを同時にサポート
しないＴＤＤ　ＵＥである。これにより、アップリンク及びダウンリンクの同時伝送をサ
ポートしないＵＥは、異なるＴＤＤのアップリンク及びダウンリンク構成を用いるキャリ
ア・アグリゲーションシステムにおいて、マルチキャリアのデータ伝送を行うことができ
るようになる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】図１はＬＴＥセルのキャリアの分布の模式図である。
【図２】図２はＬＴＥ－ＡのＣＡ模式図である。
【図３】図３はＬＴＥ－ＡＣＡ　ＵＥがアグリゲーションした異なるＢａｎｄは異なるＴ
ＤＤアップ／ダウンリンクサブフレーム構成を用いることを示す図である。
【図４】図４はＴＤＤ構成０及びＴＤＤ構成１の２つのＣｅｌｌがアグリゲーションされ
る模式図である。
【図５】図５は本発明の実施例に係るキャリア・アグリゲーションシステムにおけるデー
タ伝送方法のフロー模式図である。
【図６】図６は本発明の実施例に係るＣｅｌｌ―１がＰＣｅｌｌである時にＴＤＤアップ
リンク及びダウンリンク構成０を用い、Ｃｅｌｌ―２がＳｃｅｌｌである時にＴＤＤアッ
プリンク及びダウンリンク構成１を用いる場合、ＵＥがサブフレームの伝送方向を選択す
る模式図である。
【図７】図７は本発明の実施例に係る、Ｃｅｌｌ―１がＳＣｅｌｌである時にＴＤＤアッ
プリンク及びダウンリンク構成０を用い、Ｃｅｌｌ―２がＰｃｅｌｌである時にＴＤＤア
ップリンク及びダウンリンク構成１を用いる場合、ＵＥがサブフレームの伝送方向を選択
する模式図である。



(14) JP 5774217 B2 2015.9.9

10

20

30

40

50

【図８】図８は本発明の実施例に係る、Ｃｅｌｌ―１がＳＣｅｌｌである時にＴＤＤアッ
プリンク及びダウンリンク構成０を用い、Ｃｅｌｌ―２がＰｃｅｌｌである時にＴＤＤア
ップリンク及びダウンリンク構成１を用いる場合、ＵＥがＵＬ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫをフィ
ードバックする模式図である。
【図９】図９は本発明の実施例に係る、Ｃｅｌｌ―１がＰｃｅｌｌである時にＴＤＤアッ
プリンク及びダウンリンク構成０を用い、Ｃｅｌｌ―２がＳＣｅｌｌである時にＴＤＤア
ップリンク及びダウンリンク構成１を用いる場合、ＵＥがＵＬ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫをフィ
ードバックする模式図である。
【図１０】図１０は本発明の実施例に係る、Ｃｅｌｌ―１がＰｃｅｌｌである時にＴＤＤ
アップリンク及びダウンリンク構成０を用い、Ｃｅｌｌ―２がＳＣｅｌｌである時にＴＤ
Ｄアップリンク及びダウンリンク構成１を用いる場合、非クロスキャリアスケジューリン
グ時にＵＥがＰＨＩＣＨを受信する模式図である。
【図１１】図１１は本発明の実施例に係る、Ｃｅｌｌ―１がＳｃｅｌｌである時にＴＤＤ
アップリンク及びダウンリンク構成０を用い、Ｃｅｌｌ―２がＰＣｅｌｌである時にＴＤ
Ｄアップリンク及びダウンリンク構成１を用いる場合、非クロスキャリアスケジューリン
グ時にＵＥがＰＨＩＣＨを受信する模式図である。
【図１２】図１２は本発明の実施例に係る、Ｃｅｌｌ―１がＰｃｅｌｌである時にＴＤＤ
アップリンク及びダウンリンク構成０を用い、Ｃｅｌｌ―２がＳＣｅｌｌである時にＴＤ
Ｄアップリンク及びダウンリンク構成１を用いる場合、クロスキャリアスケジューリング
時にＵＥがＰＨＩＣＨを受信する模式図である。
【図１３】図１３は本発明の実施例に係る、Ｃｅｌｌ―１がＳｃｅｌｌである時にＴＤＤ
アップリンク及びダウンリンク構成０を用い、Ｃｅｌｌ―２がＰＣｅｌｌである時にＴＤ
Ｄアップリンク及びダウンリンク構成１を用いる場合、クロスキャリアスケジューリング
時にＵＥがＰＨＩＣＨを受信する模式図である。
【図１４】図１４は本発明の実施例に係るキャリア・アグリゲーションシステムにおける
データの伝送装置の構成模式図である。
【図１５】図１５は本発明の実施例に係る他のキャリア・アグリゲーションシステムにお
けるデータの伝送装置の構成模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　本発明の実施例は、アップリンク及びダウンリンク伝送を同時にサポートしないＵＥが
、異なるＴＤＤアップリンク及びダウンリンクサブフレーム構成を用いるキャリア・アグ
リゲーションシステムにおいて、データを伝送できるようにする、キャリア・アグリゲー
ションシステムにおけるデータの伝送方法及び装置を提供する。即ち、本発明の実施例に
係る技術案は、アップリンク及びダウンリンク伝送を同時にサポートしないＵＥを、クロ
スバンドの異なるＴＤＤアップリンク及びダウンリンク構成のキャリア・アグリゲーショ
ンシーンにおいて、キャリアのアグリゲーションの伝送を行えるようにする。
【００３６】
　本発明の実施例は、アップリンク及びダウンリンク伝送を同時にサポートしないＵＥが
、異なるＴＤＤアップリンク及びダウンリンク構成を用いるマルチキャリアネットワーク
にアクセスされる際に、アグリゲーションの伝送及びフィードバックを行う技術案を提供
される。以下、図面を参照しながら説明する。
【００３７】
　図５を参照する。基地局側における、本発明に係るキャリア・アグリゲーションシステ
ムにおけるデータの伝送方法は、ステップ１０１と、ステップ１０２とを備える。
【００３８】
　ステップ１０１において、基地局が、データを伝送する必要があるＵＥを特定のＵＥと
して確定する。上記特定のＵＥは、同一のサブフレームにおけるアップリンクデータ伝送
とダウンリンクデータ伝送とを同時にサポートしないＵＥである。
【００３９】
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　当該方法は、以下のことを更に備えることが好ましい。
【００４０】
　基地局はＵＥからの能力情報を受信し、当該能力情報から当該ＵＥが特定のＵＥである
か否かの指示情報を取得｛しゅとく｝する。ステップＳ１０１において該指示情報に基づ
いてＵＥを特定のＵＥとして確定する。
【００４１】
　Ｓ１０２において、基地局は、キャリア・アグリゲーションシステムにおける特定のコ
ンポーネントキャリアに用いられる時分割（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ
,ＴＤＤ）のアップリンク及びダウンリンクサブフレーム構成に基づき、キャリア・アグ
リゲーションシステムにおけるコンポーネントキャリアを介して、特定のＵＥにデータを
伝送する。
【００４２】
　好ましくは、Ｓ１０２において、特定のコンポーネントキャリアについて、前記基地局
は、特定のコンポーネントキャリアに用いられるＴＤＤアップリンクサブフレーム構成に
基づき、キャリア・アグリゲーションシステムにおけるコンポーネントキャリアを介して
、特定のＵＥにデータを伝送する。
【００４３】
　非特定のコンポーネントキャリアについて、前記基地局は、特定のコンポーネントキャ
リアに用いられるＴＤＤアップリンクサブフレーム構成に基づき、キャリア・アグリゲー
ションシステムにおける非特定のコンポーネントキャリアを介して、特定のＵＥにデータ
を伝送する。この場合、以下のことを備える。
【００４４】
　基地局は、同一のサブフレームにおいて非特定のコンポーネントキャリアと特定のコン
ポーネントキャリアの伝送方向が同じであるか否かを判断する。同じだと判断する場合、
該サブフレームが非特定のコンポーネントキャリアに用いられるサブフレームであると確
定する。同じではないと判断する場合、該サブフレームが非特定のコンポーネントキャリ
アに用いられないサブフレームであると確定する。
【００４５】
　基地局は、ユーザー設備（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ，　ＵＥ）にアップリンク使
用可能なサブフレームに対応するアップリンク伝送資源をスケジューリングするとともに
、スケジューリングされたアップリンク伝送資源上でＵＥが送信したデータを受信する。
【００４６】
　基地局は、ダウンリンク使用可能なサブフレームにおいて、ＵＥにダウンリンクデータ
を送信する。
【００４７】
　例えば、ＵＥにはキャリア・アグリゲーションが設置され、ＰＣｅｌｌが割当てられる
。ＵＥがＰＣｅｌｌに対応するコンポーネントキャリアの伝送方向を基準とすることを予
め定め、セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）において同一のサブフレームの伝送方向がＰＣｅ
ｌｌの伝送方向と異なれば、ＳＣｅｌｌに上の対応するサブフレームの受信と処理を無視
する。
【００４８】
　図６を参照する。Ｃｅｌｌ－１がＰＣｅｌｌであり、Ｃｅｌｌ－２がＳＣｅｌｌである
場合、サブフレーム４と９において、ＵＥは、ＰＣｅｌｌでアップリンクサブフレーム伝
送の動作を行う。この時、ＳＣｅｌｌにおける対応するダウンリンクサブフレームの受信
及び処理を無視する（対応するＤＬ　ｇｒａｎｔブラインド検出及びダウンリンク信号の
受信を行わないことを備える）。
【００４９】
　基地局がＵＥにデータを送信した後に、該方法は以下のことを更に備えることが好まし
い。
【００５０】



(16) JP 5774217 B2 2015.9.9

10

20

30

40

50

　基地局は、特定のコンポーネントキャリアの物理ダウンリンク共有チャンネル（Ｐｈｙ
ｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ，　ＰＤＳＣＨ）のデータ
受信と、特定のコンポーネントキャリアのアップリンク（Ｕｐ　ｌｉｎｋ，　ＵＬ）肯定
応答（ＡＣＫ）／否定応答（ＮＡＣＫ）情報フィードバックとのタイミングとの対応関係
に基づき、特定のコンポーネントキャリアのアップリンクサブフレーム上でＵＥからのＵ
ＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を受信する。
【００５１】
　好ましくは、前記ＵＥが送信したＵＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報には、非特定のコンポーネ
ントキャリアのダウンリンク使用不可サブフレームに対応するＵＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報
が備えられない。
【００５２】
　まだ図６を例とし、即ち、ＵＥは、ＵＬＡＣＫ／ＮＡＣＫをフィードバックする時に、
処理しないダウンリンクサブフレームをＡＣＫ／ＮＡＣＫコードブック（ｃｏｄｅｂｏｏ
ｋ）サイズ（ｓｉｚｅ）から外れ、該ダウンリンクサブフレームに対してＵＬＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫのフィードバックを行わない。
【００５３】
　また、図７を参照する。Ｃｅｌｌ－１がＳＣｅｌｌであり、Ｃｅｌｌ－２がＰＣｅｌｌ
である場合、サブフレーム４と９において、ＵＥは、ＰＣｅｌｌでダウンリンクサブフレ
ームの受信及び処理を行い、ＳＣｅｌｌにおけるアップリンクサブフレームの送信及び処
理を無視する（対応するＤＬ　ｇｒａｎｔブラインド検出及びアップリンク信号の受信を
行わないことを備える）。
【００５４】
　ここでのＳＣｅｌｌにおけるアップリンク及びダウンリンクデータの伝送は、ＳＣｅｌ
ｌ自身のＤＬｇｒａｎｔ及びＵＬｇｒａｎｔによりスケジューリングしてもよく、ＰＣｅ
ｌｌのＬｇｒａｎｔ及びＵＬｇｒａｎｔによりクロスキャリアスケジューリングを行って
もよい。
【００５５】
　例えば、特定のコンポーネントキャリアはＰＣｅｌｌキャリアである。ＵＥは、ＰＣｅ
ｌｌのＴＤＤアップリンク及びダウンリンクサブフレーム構成に基づき、キャリア・アグ
リゲーションシステムにおけるコンポーネントキャリアを介して、データの伝送を行う。
ＵＥは、ＰＣｅｌｌとＳＣｅｌｌの対応するダウンリンクサブフレームにおいて、物理ダ
ウンリンク共有チャンネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈ
ａｎｎｅｌ，ＰＤＳＣＨ）のデータを受信した後に、ＰＣｅｌｌにおけるＰＤＳＣＨから
ＵＬＡＣＫ／ＮＡＣＫまでのタイミング（Ｔｉｍｉｎｇ）に基づき、ＰＣｅｌｌ上の対応
するアップリンクサブフレームにおいて、対応するＰＣｅｌｌとＳＣｅｌｌのＰＤＳＣＨ
のＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報をフィードバックする。即ち、特定のキャリアのＵＬＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫタイミングに基づいて、特定のキャリアにおける対応するアップリンクサブフレー
ムにおいて、ＰＣｅｌｌとＳＣｅｌｌのＰＤＳＣＨのＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報をフィードバ
ックする。
【００５６】
　図８と図９は、ＰＣｅｌｌ構成が異なる場合のフィードバック対応関係をそれぞれ提供
するものである。矢印方向は、ＰＤＳＣＨ受信サブフレームからＵＬＡＣＫ／ＮＡＣＫフ
ィードバックのサブフレームへの向けを示す。ここで、ＰＤＳＣＨからＵＬＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫタイミングまでは、ＬＴＥＲｅｌ－８と同じ、即ち、表２に基づいてＰＣｅｌｌに対
応するタイミング関係を検索すればよい。「×」を付けたダウンリンクに対して、ＵＥは
、受信及び処理を行わないし、対応するＵＬＡＣＫ／ＮＡＣＫもフィードバックしない。
【００５７】
　本発明の実施例における上記ＳＣｅｌｌのダウンリンクデータ伝送は、ＳＣｅｌｌ自身
のＤＬｇｒａｎｔによりスケジューリングを行ってもよく、ＰＣｅｌｌのＤＬｇｒａｎｔ
によりクロスキャリアスケジューリングを行ってもよい。
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【００５８】
　好ましくは、基地局はスケジューリングされたアップリンク伝送資源上でＵＥが送信し
たデータを受信した後に、該方法は更に以下のことを備える。
【００５９】
　基地局は、物理アップリンク共有チャンネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈ
ａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ、ＰＵＳＣＨ）データ送信と、物理ハイブリッド自動再送指示
チャンネルＰＨＩＣＨによるダウンリンクＤＬ肯定応答（ＡＣＫ）／否定応答（ＮＡＣＫ
）情報の受信タイミングの対応関係に基づき、ＰＨＩＣＨを介して、ＵＥにＤＬＡＣＫ／
ＮＡＣＫ情報を送信する。
【００６０】
　好ましく、セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）にクロスキャリアスケジューリングを配置し
ていない場合、基地局は、ＰＵＳＣＨデータ送信と、ＰＨＩＣＨによるＤＬＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ情報の受信タイミングの対応関係に基づいて、ＰＨＩＣＨを介して、ＵＥにＤＬＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ情報を送信する。
【００６１】
　以下、詳細に説明する。
【００６２】
　基地局は、特定のコンポーネントキャリアのＰＤＳＣＨデータ送信と、特定のコンポー
ネントキャリアのＰＨＩＣＨによるＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の受信タイミングの対応関
係に基づき、特定のコンポーネントキャリアのダウンリンクサブフレームにおいてＰＨＩ
ＣＨを介して、ＵＥにＵＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報送信する。
【００６３】
　基地局は、非特定のコンポーネントキャリアのＰＤＳＣＨデータ送信と、ＰＨＩＣＨに
よるＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の受信タイミングの対応関係に基づき、非特定のコンポー
ネントキャリアのダウンリンク使用可能なサブフレームにおいてＰＨＩＣＨを介して、Ｕ
ＥにＵＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信する。
【００６４】
　好ましくは、セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）にクロスキャリアスケジューリングを配置
している場合、基地局は、ＰＵＳＣＨデータ送信と、ＰＨＩＣＨによるＤＬＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ情報の受信タイミングの対応関係に基づいて、ＰＨＩＣＨを介して、ＵＥにＤＬＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ情報を送信する。
【００６５】
　以下、詳細に説明する。
【００６６】
　基地局は、特定のコンポーネントキャリアのＰＤＳＣＨデータ送信と、特定のコンポー
ネントキャリアのＰＨＩＣＨによるＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の受信タイミングの対応関
係に基づいて、特定のコンポーネントキャリアのダウンリンクサブフレームのみにおいて
、ＰＨＩＣＨを介して、ＵＥにＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信する。
【００６７】
　例えば、ＵＥは、ＰＣｅｌｌとＳＣｅｌｌに対応するアップリンクサブフレームにおい
てＰＵＳＣＨを送信した後に、以下のタイミング対応関係に基づいて、対応するＰＨＩＣ
Ｈ上のＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを受信する。
【００６８】
　〈ケース１〉
　ＳＣｅｌｌにはクロスキャリアスケジューリングが配置されてない。即ち、ＳＣｅｌｌ
におけるＰＵＳＣＨの伝送は、ＳＣｅｌｌ自身のＵＬｇｒａｎｔによりスケジューリング
される場合、ＵＥは、ＰＣｅｌｌとＳＣｅｌｌにおいて、各自の独立ＰＵＳＣＨからＰＨ
ＩＣＨまでのタイミングに基づいて、ＰＣｅｌｌとＳＣｅｌｌの各自のＤＬＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫフィードバックを受信する。
【００６９】
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　図１０に示すように、矢印方向は、ＰＤＳＣＨ送信サブフレームに対応するＰＨＩＣＨ
フィードバックサブフレームの方向を示す。ここで、ＰＤＳＣＨからＰＨＩＣＨまでのタ
イミング関係は、ＬＴＥＲｅｌ－８と同様であり、即ち、表３に基づいてＳＣｅｌｌとＰ
Ｃｅｌｌそれぞれに対応するタイミング関係を検索することができる。
【００７０】
　以下のことを特に説明する。ＳＣｅｌｌにおける、ＰＣｅｌｌの伝送方向と異なること
により処理が無視されたダウンリンクサブフレーム（例えば、図１０における「×」を付
けたダウンリンクサブフレーム）において、ＵＥは、ＰＨＩＣＨデータを受信することが
できないため、それに関連するアップリンクＰＵＳＣＨプロセッサの伝送にも影響を受け
る。よって、基地局は、これらのサブフレームにおいてできる限りＰＵＳＣＨのスケジュ
ーリングを行わない。また、基地局は、これらのサブフレームにおいてＰＵＳＣＨのスケ
ジューリングを行ってもよいが、これらのサブフレームに対してＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫフ
ィードバックを行わない。
【００７１】
　図１０に示すように、基地局はＳＣｅｌｌサブフレーム３においてＰＵＳＣＨをスケジ
ューリングして、ＵＥはＳＣｅｌｌサブフレーム３においてデータを送信してもよいが、
ＳＣｅｌｌサブフレーム３に対応するＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックサブフレーム
はＳＣｅｌｌ９であり、ＵＥはＳＣｅｌｌ９を処理しないため、基地局はＳＣｅｌｌサブ
フレーム３に対してＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを行わない。また、基地局がＳ
Ｃｅｌｌサブフレーム３においてＰＵＳＣＨをスケジューリングしなくてもよいため、Ｕ
ＥはＳＣｅｌｌサブフレーム３においてデータを送信しない。ＳＣｅｌｌサブフレーム８
は、ＳＣｅｌｌサブフレーム３における動作と同じである。
【００７２】
　そして、ＳＣｅｌｌにおける、ＰＣｅｌｌの伝送方向と異なることにより処理が無視さ
れたアップリンクサブフレーム、例えば、図１１における「×」を付けたアップリンクサ
ブフレームにおいて、ＵＥは、ＰＵＳＣＨデータを送信しないため、ＵＥも対応するダウ
ンリンクフィードバックサブリンクにおいてＰＨＩＣＨデータを受信しない。
【００７３】
　〈ケース２〉
　ＳＣｅｌｌにはクロスキャリアスケジューリングが配置されている。即ち、ＳＣｅｌｌ
において、ＰＵＳＣＨは、ＰＣｅｌｌからのＵＬｇｒａｎｔを伝送してスケジューリング
する。ＵＥは、ＰＣｅｌｌにおけるＰＵＳＣＨからＰＨＩＣＨまでのタイミングに基づい
て、ＵＬｇｒａｎｔを送信するキャリア（即ち、ＰＣｅｌｌ）のダウンリンクサブフレー
ムのＰＨＩＣＨチャンネルにおいて、ＰＣｅｌｌとＳＣｅｌｌ　ＰＵＳＣＨに対するＤＬ
ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを受信する。
【００７４】
　図１２と図１３に示すように、矢印方向は、ＰＤＳＣＨ送信サブフレームに対応するＰ
ＨＩＣＨフィードバックサブフレームの方向を示す。ここで、ＰＤＳＣＨからＰＨＩＣＨ
までのタイミング関係は、ＬＴＥＲｅｌ－８と同様であり、即ち、表３に基づいてＰＣｅ
ｌｌに対応するそれぞれのタイミング関係を検索すればよい。
【００７５】
　以下のことを特に説明する。ＳＣｅｌｌにおける、ＰＣｅｌｌの伝送方向と異なること
により処理が無視されたアップリンクサブフレーム、例えば、図１３における「×」を付
けたダアップリンクサブフレームにおいて、ＵＥは、ＰＵＳＣＨデータを送信しないため
、対応するダウンリンクフィードバックサブフレームにおいてＰＨＩＣＨデータを受信し
ない。
【００７６】
　該方法が、基地局がＵＥに特定のコンポーネントキャリアの指示情報を送信することを
更に備えることが好ましい。
【００７７】
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　前記特定のコンポーネントキャリアがプライマリーセル（ＰＣｅｌｌ）が採用したコン
ポーネントキャリアであることが好ましい。
【００７８】
　本発明の実施例において、ＰＣｅｌｌを基準とすることはただ１つの好ましい案である
が、他のコンポーネントキャリアを特定のコンポーネントキャリアとしてもよく、即ち、
ＳＣｅｌｌを基準としてもよい。該基準ＳＣｅｌｌの番号（又は、該特定のコンポーネン
トキャリアの番号）は、基地局によりＵＥに報告する。つまり、ＵＥは特定のコンポーネ
ントキャリアの指示情報を受信して、該指示情報に基づいて特定のコンポーネントキャリ
アを確定してもよい。
【００７９】
　以上の本発明の実施例では、ＰＣｅｌｌを基準とするデータ伝送の処理案を提供したが
、他の特定のＣｅｌｌを基準としてもよい、該基準Ｃｅｌｌの番号は基地局によりＵＥに
報告する。また、本発明の実施例について、ＰＣｅｌｌとＳＣｅｌｌに異なるＴＤＤのア
ップリンク及びダウンリンクサブフレーム構成（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）での動作
仕様を提供したが、本発明の実施例が提供した技術案は、複数のＳＣｅｌｌに異なるＴＤ
Ｄのアップリンク及びダウンリンクサブフレーム構成が設置された態様にも同様に適用し
、ＳＣｅｌｌ間にクロスキャリアスケジューリングを設置した態様にも適用する。
【００８０】
　対応のＵＥ側において、本発明がキャリア・アグリゲーションシステムにおけるデータ
の伝送方法を提供する。
【００８１】
　該方法は、ユーザー設備（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ，　ＵＥ）が、キャリア・ア
グリゲーションシステムにおける特定のコンポーネントキャリアに用いられる時分割（Ｔ
ｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ,ＴＤＤ）のアップリンク及びダウンリンクサ
ブフレーム構成に基づき、キャリア・アグリゲーションシステムにおけるコンポーネント
キャリアを介して、基地局にデータを伝送するステップを備える。
【００８２】
　前記ＵＥは、同一のサブフレームにおけるアップリンクデータ伝送とダウンリンクデー
タ伝送とを同時にサポートしないＴＤＤＵＥである。
【００８３】
　特定のコンポーネントキャリアに対して、前記ＵＥは、特定のコンポーネントキャリア
に用いられたＴＤＤアップリンクサブフレーム構成に基づき、キャリア・アグリゲーショ
ンシステムにおける特定のコンポーネントキャリアを介して、基地局にデータを伝送する
。
【００８４】
　以下、詳細に説明する。
【００８５】
　ＵＥは、基地局がスケジューリングしたアップリンク使用可能なサブフレームに対応す
るアップリンク伝送資源を取得するとともに、該アップリンク伝送資源において基地局に
データを送信する。
【００８６】
　ＵＥは、ダウンリンク使用可能なサブフレームにおいて、基地局が送信したデータを受
信する。
【００８７】
　上記使用可能なサブフレームとは、該サブフレームにおける、非特定のコンポーネント
キャリアと特定のコンポーネントキャリアの伝送方向が同一であるサブフレームを指す。
【００８８】
　好ましく、ＵＥが基地局からデータを受信した後に、該方法は更に以下のことを備える
。
【００８９】
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　ＵＥは、特定のコンポーネントキャリアの物理ダウンリンク共有チャンネル（Ｐｈｙｓ
ｉｃａｌ　Ｄｏｗｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ，　ＰＤＳＣＨ）のデータ受
信と、特定のコンポーネントキャリアのアップリンク（Ｕｐ　ｌｉｎｋ，　ＵＬ）肯定応
答（ＡＣＫ）／否定応答（ＮＡＣＫ）情報フィードバックのタイミング対応関係に基づい
て、特定のコンポーネントキャリアのアップリンクサブフレームにおいて基地局にＵＬＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信する。
【００９０】
　好ましく、上記ＵＥが送信したＵＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報には、非特定のコンポーネン
トキャリアのダウンリンク使用不可サブフレームに対応するＵＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を
備えない。
【００９１】
　使用不可サブフレームとは、該サブフレームにおける、非特定のコンポーネントキャリ
アと特定のコンポーネントキャリアの伝送方向が異なるサブフレームを指す。
【００９２】
　好ましく、ＵＥが基地局がスケジューリングしたアップリンク伝送資源上で基地局にデ
ータを送信した後に、該方法は更に以下のことを備える。
【００９３】
　ＵＥは、物理アップリンク共有チャンネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａ
ｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ、ＰＵＳＣＨ）データ送信と、物理ハイブリッド自動再送指示チ
ャンネルＰＨＩＣＨによるダウンリンクＤＬ肯定応答（ＡＣＫ）／否定応答（ＮＡＣＫ）
情報の受信とのタイミング対応関係に基づいて、ＰＨＩＣＨを介して、基地局が送信した
ＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を受信する。
【００９４】
　好ましく、セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）にはクロスキャリアスケジューリングを設置
していない場合、ＵＥは、ＰＵＳＣＨデータ送信と、ＰＨＩＣＨによるＤＬＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ情報の受信のタイミング対応関係に基づいて、ＰＨＩＣＨを介して、基地局が送信し
たＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を受信する。この場合、以下のことを備える。
【００９５】
　ＵＥは、特定のコンポーネントキャリアのＰＵＳＣＨデータ送信と、特定のコンポーネ
ントキャリアのＰＨＩＣＨによるＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の受信とのタイミング対応関
係に基づいて、特定のコンポーネントキャリアのダウンリンクサブフレームにおいて、Ｐ
ＨＩＣＨ上のＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を受信する。
【００９６】
　ＵＥは、非特定のコンポーネントキャリアのＰＤＳＣＨデータ送信と、非特定のコンポ
ーネントキャリアのＰＨＩＣＨによるＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の受信とのタイミング対
応関係に基づいて、非特定のコンポーネントキャリアのダウンリンク使用可能なサブフレ
ームにおいて、ＰＨＩＣＨ上のＵＥにＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を受信する。
【００９７】
　好ましく、セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）にはクロスキャリアスケジューリングを設置
してる場合、ＵＥは、ＰＵＳＣＨデータ送信と、ＰＨＩＣＨによるＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ
情報の受信とのタイミング対応関係に基づいて、ＰＨＩＣＨを介して、基地局が送信した
ＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を受信する。この場合、以下のことを備える。
【００９８】
　ＵＥは、特定のコンポーネントキャリアのＰＵＳＣＨデータ送信と、特定のコンポーネ
ントキャリアのＰＨＩＣＨによるＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の受信とのタイミング対応関
係に基づいて、特定のコンポーネントキャリアのダウンリンクサブフレームのみにおいて
、ＰＨＩＣＨ上のＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を受信する。
【００９９】
　好ましく、当該方法は、
　ＵＥが、基地局が送信した特定のコンポーネントキャリアの指示情報を受信して、該指



(21) JP 5774217 B2 2015.9.9

10

20

30

40

50

示情報に基づいて特定のコンポーネントキャリアを確定するステップを更に備える。
【０１００】
　好ましく、上記特定のコンポーネントキャリアは、プライマリーセル（ＰＣｅｌｌ）が
採用したコンポーネントキャリアである。
【０１０１】
　好ましく、該方法は、
　ＵＥは、基地局にＵＥの能力情報を報告することを更に備える。前記ＵＥの能力情報に
は該ＵＥが特定ＵＥであるか否かの指示情報を備える。
【０１０２】
　図１４を参照する。基地局側における、本発明に係るキャリア・アグリゲーションシス
テムにおけるデータの伝送装置は、
　キャリア・アグリゲーションシステムにおける特定のコンポーネントキャリアに用いら
れる時分割（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ,ＴＤＤ）のアップリンク及び
ダウンリンクサブフレーム構成を確定するサブフレーム構成確定手段１１と、
　キャリア・アグリゲーションシステムにおける特定のコンポーネントキャリアに用いら
れる時分割（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ,ＴＤＤ）アップリンク及びダ
ウンリンクサブフレーム構成に基づき、キャリア・アグリゲーションシステムにおけるコ
ンポーネントキャリアを介して、特定のユーザー設備（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ，
　ＵＥ）にデータを伝送するデータ伝送処理手段１２とを備える。
【０１０３】
　上記特定のＵＥは、同一のサブフレームにおけるアップリンクデータ伝送とダウンリン
クデータ伝送とを同時にサポートしないＵＥである。
【０１０４】
　好ましくは、特定のコンポーネントキャリアについて、前記データ伝送処理手段１２は
、特定のコンポーネントキャリアに用いられたＴＤＤアップリンク及びダウンリンクサブ
フレーム構成に基づき、キャリア・アグリゲーションシステムにおける特定のコンポーネ
ントキャリアを介して、特定のＵＥにデータを伝送する。
【０１０５】
　非特定のコンポーネントキャリアについて、前記データ伝送処理手段１２は、同一のサ
ブフレームにおいて非特定のコンポーネントキャリアと特定のコンポーネントキャリアの
伝送方向が同じであるか否かを判断する。同じだと判断する場合、該サブフレームが非特
定のコンポーネントキャリアに用いられるサブフレームであると確定し、同じではないと
判断する場合、該サブフレームが非特定のコンポーネントキャリアに用いられないサブフ
レームであると確定し、ユーザー設備（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ，　ＵＥ）にアッ
プリンク使用可能なサブフレームに対応するアップリンク伝送資源をスケジューリングす
るとともに、スケジューリングされたアップリンク伝送資源上にＵＥが送信したデータを
受信して、ダウンリンク使用可能なサブフレームにおいて、ＵＥにダウンリンクデータを
送信する。
【０１０６】
　好ましくは、該装置は、前記データ伝送処理手段１２がＵＥにデータを送信した後に、
特定のコンポーネントキャリアの物理ダウンリンク共有チャンネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　
Ｄｏｗｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ，　ＰＤＳＣＨ）のデータ受信と、特定
のコンポーネントキャリアのアップリンク（Ｕｐ　ｌｉｎｋ，　ＵＬ）肯定応答（ＡＣＫ
）／否定応答（ＮＡＣＫ）情報フィードバックとのタイミング対応関係に基づいて、特定
のコンポーネントキャリアのアップリンクサブフレーム上でＵＥが送信したＵＬＡＣＫ／
ＮＡＣＫ情報を受信するアップリンクフィードバック処理手段１３を更に備える。
【０１０７】
　好ましく、前記アップリンクフィードバック処理手段１３が受信したＵＬＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ情報には、非特定のコンポーネントキャリアのダウンリンク使用不可サブフレームに
対応するＵＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を備えない。
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【０１０８】
　好ましく、該装置は、前記データ伝送処理手段１２がＵＥにデータを送信した後に、物
理アップリンク共有チャンネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈ
ａｎｎｅｌ、ＰＵＳＣＨ）データ送信と、物理ハイブリッド自動再送指示チャンネルＰＨ
ＩＣＨによるダウンリンクＤＬ肯定応答（ＡＣＫ）／否定応答（ＮＡＣＫ）情報の受信と
のタイミング対応関係に基づいて、ＰＨＩＣＨを介して、ＵＥにＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情
報を送信するダウンリンクフィードバック処理手段１４を更に備える。
【０１０９】
　好ましく、セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）にはクロスキャリアスケジューリングを構成
していない場合、上記ダウンリンクフィードバック処理手段１４は、特定のコンポーネン
トキャリアのＰＵＳＣＨデータ送信と、特定のコンポーネントキャリアのＰＨＩＣＨによ
るＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の受信とのタイミング対応関係に基づいて、特定のコンポー
ネントキャリアのダウンリンクサブフレームにおいて、ＰＨＩＣＨを介して、ＵＥにＤＬ
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信し、非特定のコンポーネントキャリアのＰＵＳＣＨデータ送
信と、非特定のコンポーネントキャリアのＰＨＩＣＨによるＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の
受信とのタイミング対応関係に基づいて、非特定のコンポーネントキャリアのダウンリン
ク使用可能なサブフレームにおいて、ＰＨＩＣＨを介して、ＵＥにＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ
情報を送信する。
【０１１０】
　好ましく、セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）にはクロスキャリアスケジューリングを構成
している場合、上記ダウンリンクフィードバック処理手段１４は、特定のコンポーネント
キャリアのＰＵＳＣＨデータ送信と、特定のコンポーネントキャリアのＰＨＩＣＨによる
ＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の受信とのタイミング対応関係に基づいて、特定のコンポーネ
ントキャリアのダウンリンクサブフレームのみにおいて、ＰＨＩＣＨを介し、ＵＥにＤＬ
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信する。
【０１１１】
　好ましく、該装置は、
　ＵＥに特定のコンポーネントキャリアの指示情報を送信する特定コンポーネントキャリ
ア指示手段１５を更に備える。
【０１１２】
　好ましく、上記特定のコンポーネントキャリアは、プライマリーセル（ＰＣｅｌｌ）が
採用したコンポーネントキャリアである。
【０１１３】
　好ましく、該装置は、
　ＵＥが報告した能力情報を受信し、その情報から該ＵＥが特定ＵＥであるか否かの指示
情報を取得して、該指示情報に基づいてＵＥを特定のＵＥとして確定する特定ＵＥ確定手
段１６を更に備える。
【０１１４】
　図１５を参照する。ＵＥ側における、本発明に係るキャリア・アグリゲーションシステ
ムにおけるデータの伝送装置は、
　キャリア・アグリゲーションシステムにおける特定のコンポーネントキャリアに用いら
れる時分割（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ,ＴＤＤ）のアップリンク及び
ダウンリンクサブフレーム構成を確定するサブフレーム構成確定手段２１と、
　キャリア・アグリゲーションシステムにおける特定のコンポーネントキャリアに用いら
れる時分割（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ,ＴＤＤ）アップリンク及びダ
ウンリンクサブフレーム構成に基づき、キャリア・アグリゲーションシステムにおけるコ
ンポーネントキャリアを介して、基地局にデータを伝送するデータ伝送処理手段２２とを
備える。
【０１１５】
　上記ＵＥは、異なるコンポーネントキャリアを介した、同一のサブフレームにおけるア
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ップリンクデータ伝送とダウンリンクデータ伝送とを同時にサポートしないＵＥである。
【０１１６】
　好ましく、特定のコンポーネントキャリアに対して、前記データ伝送処理手段２２は、
特定のコンポーネントキャリアに用いられたＴＤＤアップリンク及びダウンリンクサブフ
レーム構成に基づき、キャリア・アグリゲーションシステムにおける特定のコンポーネン
トキャリアを介して、基地局にデータを伝送する。
【０１１７】
　非特定のコンポーネントキャリアに対して、前記データ伝送処理手段２２は、基地局が
スケジューリングしたアップリンク使用可能なサブフレームに対応するアップリンク伝送
資源を取得するとともに、該アップリンク伝送資源において基地局にデータを送信し、ダ
ウンリンク使用可能なサブフレームにおいて基地局が送信したデータを受信する。
【０１１８】
　上記使用可能なサブフレームとは、該サブフレームにおいて非特定のコンポーネントキ
ャリアと特定のコンポーネントキャリアの伝送方向が同じであるサブフレームを指す。
【０１１９】
　好ましく、該装置は、
　前記データ伝送処理手段が基地局から送信したデータを受信した後に、特定のコンポー
ネントキャリアの物理ダウンリンク共有チャンネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｌｉｎｋ
　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ，　ＰＤＳＣＨ）のデータ受信と、特定のコンポーネン
トキャリアのアップリンク（Ｕｐ　ｌｉｎｋ，　ＵＬ）肯定応答（ＡＣＫ）／否定応答（
ＮＡＣＫ）情報フィードバックとのタイミング対応関係に基づいて、特定のコンポーネン
トキャリアのアップリンクサブフレームにおいて、基地局にＵＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を
送信することに用いられるアップリンクフィードバック処理手段２３を更に備える。
【０１２０】
　好ましく、上記アップリンクフィードバック処理手段２３が受信したＵＬＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ情報には、非特定のコンポーネントキャリアのダウンリンク使用不可サブフレームに
対応するＵＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を備えない。
【０１２１】
　上記使用不可サブフレームとは、該サブフレームにおいて非特定のコンポーネントキャ
リアと特定のコンポーネントキャリアの伝送方向が同じではないサブフレームを指す。
【０１２２】
　好ましく、該装置は、
　前記データ伝送処理手段２２が基地局によりスケジューリングされたアップリンク伝送
資源上に基地局にデータを送信した後に、物理アップリンク共有チャンネル（Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ、ＰＵＳＣＨ）データ受信と、物
理ハイブリッド自動再送指示チャンネルＰＨＩＣＨによるダウンリンクＤＬ肯定応答（Ａ
ＣＫ）／否定応答（ＮＡＣＫ）情報の受信とのタイミング対応関係に基づいて、ＰＨＩＣ
Ｈを介し、基地局が送信したＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を受信するダウンリンクフィード
バック処理手段２４を更に備える。
【０１２３】
　好ましく、セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）にはクロスキャリアスケジューリングを構成
していない場合、上記ダウンリンクフィードバック処理手段２４は、特定のコンポーネン
トキャリアのＰＵＳＣＨデータ送信と、特定のコンポーネントキャリアのＰＨＩＣＨによ
るＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の受信とのタイミング対応関係に基づいて、特定のコンポー
ネントキャリアのダウンリンクサブフレームにおいてＰＨＩＣＨ上のＤＬＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ情報を受信し、非特定のコンポーネントキャリアのＰＵＳＣＨデータ送信と、非特定の
コンポーネントキャリアのＰＨＩＣＨによるＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の受信とのタイミ
ング対応関係に基づいて、非特定のコンポーネントキャリアのダウンリンク使用可能なサ
ブフレームにおいて、ＰＨＩＣＨ上のＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を受信する。
【０１２４】
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　好ましく、セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）にはクロスキャリアスケジューリングを構成
している場合、上記ダウンリンクフィードバック処理手段２４は、特定のコンポーネント
キャリアのＰＵＳＣＨデータ送信と、特定のコンポーネントキャリアのＰＨＩＣＨによる
ＤＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の受信とのタイミング対応関係に基づいて、特定のコンポーネ
ントキャリアのダウンリンクサブフレームのみにおいて、ＰＨＩＣＨ上のＤＬＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ情報を受信する。
【０１２５】
　好ましく、該装置は、
　基地局が送信した特定のコンポーネントキャリアの指示情報を受信し、該指示情報に基
づいて特定のコンポーネントキャリアを確定する特定コンポーネントキャリア確定手段２
５を更に備える。
【０１２６】
　好ましく、上記特定のコンポーネントキャリアは、プライマリーセル（ＰＣｅｌｌ）に
用いられたコンポーネントキャリアである。
【０１２７】
　好ましく、該装置は、
　基地局にＵＥの能力情報を報告する能力情報報告手段２６を更に備える。その情報には
該ＵＥが特定ＵＥであるか否かの指示情報を備える。
【０１２８】
　総じて、本発明の実施例では、ＵＥは、特定のコンポーネントキャリアの伝送方向に基
づいて各コンポーネントキャリアのアップリンク及びダウンリンクサブフレームの使用を
確定する。ＵＥは、特定のコンポーネントキャリアのＰＤＳＣＨからＵＬＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋまでのタイミング関係に基づいて各コンポーネントキャリア上のＵＬＡＣＫ／ＮＡＣＫ
のフィードバックを確定する。ＵＥは、特定のコンポーネントキャリアのＰＵＳＣＨから
ＰＨＩＣＨまでのタイミング関係に基づいて、各コンポーネントキャリア上ＰＨＩＣＨを
受信する方案を確定する。アップリンクデータ伝送及びダウンリンクデータの同時伝送を
支持しないＵＥに対し、異なるＴＤＤアップリンク及びダウンリンクサブフレーム構成を
用いるマルチキャリアのネットワークにアクセスされる際の、キャリア・アグリゲーショ
ンのアップリンク及びダウンリンクのデータ伝送方案、及び対応するフィードバック案を
提供した。
【０１２９】
　当業者にとって理解すべきことは、本発明の実施形態が方法、システム、又はコンピュ
ータプログラム製品で提供されることができる。基づいて、本発明は完全ハードウェア実
施形態、完全ソフトウェア実施形態、又はソフトウェアとハードウェアの合わせの実施形
態を用いることができる。かつ、本発明は１つ又は複数のその中にコンピュータ利用可能
なプログラムコードを含むコンピュータ利用可能な記憶媒介（磁気メモリ、ＣＤ－ＲＯＭ
、光学メモリ等を含むがこれらに限られない）で実施するコンピュータプログラム製品の
形式を用いることができる。
【０１３０】
　本発明は本発明の実施形態による方法、装置（システム）、及びコンピュータプログラ
ム製品のフロー図及び／又はブロック図を参照して説明したものである。理解すべきは、
コンピュータプログラムコマンドによりフロー図及び／又はブロック図の中の各流れ及び
／又はブロック、及びフロー図及び／又はブロック図の中の流れ及び／又はブロックの合
わせを実現できる。これらのコンピュータプログラムコマンドを通用コンピュータ、専用
コンピュータ、埋め込みプロセッサ又はその他のプログラム可能なデータ処理装置のプロ
セッサに提供して１つの機器を生じ、コンピュータ又はその他のプログラム可能なデータ
処理装置のプロセッサが実行するコマンドはフロー図の１つの流れ又は複数の流れ及び／
又はブロック図の１つのブロック又は複数のブロックに指定する能力を実現するための装
置を生じるようになる。
【０１３１】
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　これらコンピュータプログラムコマンドはコンピュータ又はその他のプログラム可能な
データ処理装置を引導して所定の方式で動作させるコンピュータ読み取る可能なメモリに
記憶されてもよく、該コンピュータ読み取る可能なメモリに記憶されるコマンドはコマン
ド装置を備える製品を生じるようになり、該コマンド装置がフロー図の１つの流れ又は複
数の流れ及び／又はブロック図の１つのブロック又は複数のブロックに指定する能力を実
現する。
【０１３２】
　これらコンピュータプログラムコマンドはコンピュータ又はその他のプログラム可能な
データ処理装置にロードしてもよく、コンピュータ又はその他のプログラム可能な装置で
一連動作ステップを実行してコンピュータが実現する処理を生じ、このようにして、コン
ピュータ又はその他のプログラム可能な装置で実行するコマンドがフロー図の１つの流れ
又は複数の流れ及び／又はブロック図の１つのブロック又は複数のブロックに指定する能
力を実現するステップを提供する。
【０１３３】
　当然、当業者は本発明の実施形態に対して様々な変更と変形を行うことができるが、本
発明の実施形態の精神と範囲を逸脱しない。このようにして、本発明の実施形態のこれら
修正と変形が本発明のクレーム及びその同等技術の範囲に含まれれば、本発明はこれら修
正と変形を含む意図する。　

【図１】 【図２】

【図３】
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